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地
域
の
森
林
資
源
を
公
園
施
設
へ
 

ー
道
産
木
材
e
高
耐
久
化
に
よ
る
 

環
境
保
全
と
地
域
循
環
ー
 

札
幌
斉
藤
木
材
株
式
会
社
 

二
 
ロ
 

一
．
は
じ
め
に
 

国
立
公
園
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
公
 

園
で
は
、
自
然
環
境
の
保
全
と
利
用
者
 

の
安
全
・
快
適
性
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
 

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
木
道
、
デ
ッ
キ
、
 

階
段
、
ベ
ン
チ
、
案
内
施
設
な
ど
の
公
 

園
施
設
は
、
利
用
者
を
自
然
環
境
へ
適
 

切
に
導
く
役
割
を
担
う
一
方
、
そ
の
整
 

備
に
用
い
る
資
材
に
つ
い
て
も
、
周
辺
 

環
境
と
の
調
和
や
環
境
負
荷
の
低
減
が
 

重
要
で
あ
る
。
 

北
海
道
は
広
大
な
森
林
資
源
を
有
し
 

て
お
り
、
 
地
域
で
生
産
さ
れ
た
木
材
を
 

地
域
の
施
設
整
備
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
 

森
林
資
源
の
循
環
利
用
と
い
う
観
点
か
 

ら
大
き
な
意
義
を
も
つ
。
特
に
、
森
林
 

整
備
に
よ
っ
て
生
じ
る
間
伐
材
等
を
有
 

効
に
活
用
し
、
地
域
の
公
共
空
間
で
長
 

期
間
使
用
す
る
こ
と
は
、
森
林
資
源
の
 

有
効
利
用
と
 

地
域
産
業
の
 

振
興
を
同
時
 

に
進
め
る
取
 

り
組
み
と
な
 

る。 札
幌
斉
藤
 

木
材
株
式
会
 

翼
 

（ヒ窒： 

m
) 

藤
 線

 

鴛
叫
 

（
与
，
」
 

社
で
は
、
「
長
持
ち
す
る
木
材
」
 
と
い
 

う
考
え
方
の
も
と
、
北
海
道
産
材
の
特
 

性
を
生
か
し
た
木
材
利
用
に
取
り
組
ん
 

で
い
る
。
公
園
施
設
に
つ
い
て
は
、
木
 

道
、
木
橋
、
休
養
施
設
、
ベ
ン
チ
、
看
 

板
な
ど
、
自
然
環
境
と
利
用
者
を
つ
な
 

ぐ
施
設
の
提
案
・
施
工
を
行
っ
て
い
る
。
 

一
一
，
地
域
材
を
公
園
施
設
に
 

活
用
す
る
意
義
 

‘
 

公
園
施
設
に
は
、
自
然
環
境
の
中
に
 

設
置
さ
れ
る
と
い
う
特
性
が
あ
る
。
特
 

に
国
立
公
園
等
で
は
、
施
設
そ
の
も
の
 

道産木材を活用した製品事例 

が
周
囲
の
景
観
や
自
然
環
境
に
与
え
る
 

影
響
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
こ
と
 

が
求
め
ら
れ
る
。
 

木
材
は
自
然
素
材
で
あ
り
、
周
辺
の
 

景
観
と
調
和
し
や
す
く
、
利
用
者
に
自
 

然
と
の
一
体
感
を
感
じ
さ
せ
る
材
料
で
 

あ
る
。
 

一
方
、
屋
外
環
境
で
は
雨
水
、
 

積
雪
、
乾
湿
の
繰
り
返
し
、
紫
外
線
、
 

腐
朽
菌
、
虫
害
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
。
 

そ
の
た
め
、
公
園
施
設
に
木
材
を
使
用
 

す
る
際
に
は
、
樹
種
や
用
途
を
適
切
に
 

選
定
す
る
と
と
も
に
、
設
置
環
境
に
応
 

じ
た
耐
久
性
能
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
 

要
と
な
る
。
 

地
域
材
利
用
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
 

単
に
北
海
道
産
材
を
使
用
す
る
だ
け
で
 

は
な
く
、
木
材
の
弱
点
を
技
術
に
よ
っ
 

て
補
い
、
屋
外
の
厳
し
い
環
境
で
も
長
 

期
間
使
用
で
き
る
材
料
へ
と
高
耐
久
化
 

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

三
道
産
間
伐
材
を
I
 

高
耐
久
性
処
理
木
材
へ
‘
 

弊
社
が
取
り
組
む
技
術
の
ー
つ
が
、
 

北
海
道
産
問
伐
材
等
を
利
用
し
た
高
耐
 

久
性
処
理
木
材
で
あ
る
。
 

木
材
を
あ
ら
か
じ
め
圧
縮
加
工
し
た
 

上
で
、
加
圧
式
に
よ
る
保
存
・
防
腐
注
 

入
処
理
を
行
っ
て
い
る
。
圧
縮
加
工
に
 

よ
っ
て
薬
剤
の
注
入
量
を
増
や
し
、
そ
 

の
後
の
加
 

圧
式
注
入
 

処
理
に
よ
 

っ
て
木
材
 

内
部
へ
の
 

保
存
薬
剤
 

の
浸
透
を
 

図
る
こ
と
 

で
、
木
材
 

の
高
耐
久
 

化
を
目
指
 

し
て
い
る
。
 

使
用
す
る
 

保
存
薬
剤
 

に
は
主
に
 

マ
イ
ト
レ
 

ッ
ク
A
C
 

Q
が
用
い
 

ら
れ
て
い
 

る。 森
林
総
 

合
研
究
所
 

に
よ
る
腐
 

朽
試
験
に
 

お
い
て
も
、
 

長
期
間
の
 

供
用
・
試
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験
経
過
後
に
腐
朽
に
よ
る
被
害
が
確
認
 

さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
 

こ
の
技
術
に
よ
っ
て
、
従
来
は
屋
外
 

加圧式注入処理 前加工処理 
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の
土
木
用
途
に
適
用
し
に
く
か
っ
た
地
 

域
材
に
つ
い
て
も
、
公
園
施
設
、
景
観
 

資
材
、
さ
ら
に
は
土
木
構
造
物
等
へ
の
 

利
用
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

地
域
で
生
産
さ
れ
た
間
伐
材
を
、
耐
久
 

性
を
備
え
た
構
造
・
景
観
資
材
と
し
て
 

再
び
地
域
で
活
用
す
る
こ
と
が
、
地
域
 

材
循
環
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
 

四
．
木
材
を
長
く
使
う
こ
と
 

よ
る
環
境
保
全
 

、
一
 

地
域
材
利
用
を
環
境
保
全
に
つ
な
げ
 

る
た
め
に
は
、
「
木
材
を
使
う
こ
と
」
 

だ
け
で
な
く
、
「
木
材
を
長
く
使
う
こ
 

と
」
が
重
要
で
あ
る
。
 

屋
外
施
設
で
は
、
腐
朽
や
劣
化
に
よ
 

っ
て
短
期
間
で
交
換
す
る
こ
と
に
な
れ
 

ば
、
新
た
な
資
材
の
生
産
、
加
工
、
輸
 

送
、
施
工
が
必
要
と
な
る
。
木
材
の
耐
 

久
性
を
高
め
、
更
新
ま
で
の
期
問
を
延
 

ば
す
こ
と
は
、
資
源
消
費
を
抑
え
、
施
 

設
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に
お
け
る
 

環
境
負
荷
を
低
減
す
る
上
で
も
重
要
で
 

あ
る
。
 

ま
た
、
木
材
は
森
林
の
成
長
過
程
で
 

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
木
 

材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
間
、
そ
の
 

炭
素
を
内
部
に
固
定
し
て
い
る
。
従
っ
 

て
、
道
産
材
を
適
切
な
用
途
に
使
用
し
、
 

高
耐
久
化
に
よ
っ
て
長
期
間
施
設
と
し
 

て
利
用
す
る
こ
と
は
、
森
林
資
源
の
有
 

効
利
用
と
木
材
中
の
炭
素
の
長
期
固
定
 

と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
意
義
を
も
つ
。
 

同
社
が
掲
げ
る
「
長
持
ち
す
る
木
 

材
」
と
い
う
考
え
方
は
、
単
に
施
設
の
 

寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
技
術
で
は
な
く
、
 

地
域
の
森
林
資
源
を
無
駄
な
く
利
用
し
、
 

そ
の
価
値
を
で
き
る
だ
け
長
く
社
会
の
 

中
で
生
か
す
た
め
の
考
え
方
で
も
あ
る
。
 

五
．
自
然
環
境
と
利
用
を
 

両
立
さ
せ
る
施
設
づ
く
 

自
然
公
園
に
お
け
る
木
道
や
デ
ッ
キ
 

等
は
、
単
な
る
休
憩
・
通
行
施
設
で
は
 

な
い
。
利
用
者
の
歩
行
ル
ー
ト
を
適
切
 

に
誘
導
す
る
こ
と
で
、
植
生
へ
の
踏
み
 

込
み
を
抑
え
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
を
 

低
減
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
 

弊
社
は
、
世
界
自
然
遺
産
・
知
床
に
 

お
け
る
木
道
工
事
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
 

知
床
五
湖
の
木
道
で
は
、
原
生
的
な
自
 

然
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
利
用
者
の
動
 

線
を
確
保
し
、
 

一－一 

趨
一
 

自
然
と
人
と
 

一 

響、 

の
適
切
な
接
一
 

●
 

－ 

麟
 

点
を
つ
く
る
 

こ
と
が
求
め
 

ら
れ
る
。
 

こ
の
よ
・
つ
 

な
施
設
で
は
、
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景
観
と
の
調
和
だ
け
で
な
く
、
安
全
性
、
 

耐
久
性
、
施
工
性
、
維
持
管
理
ま
で
を
 

総
合
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
木
材
 

の
種
類
や
処
理
方
法
を
設
置
場
所
の
環
 

境
条
件
に
応
じ
て
選
定
し
、
長
期
間
使
 

用
で
き
る
施
設
を
つ
く
る
こ
と
が
、
自
 

然
環
境
へ
の
負
荷
を
抑
え
る
こ
と
に
も
 

つ
な
が
る
。
 

」
ハ
．
地
域
材
利
用
を
1
 

循
環
に
つ
な
げ
る
 

地
域
材
利
用
の
本
質
は
、
「
北
海
道
 

産
材
を
使
う
」
と
い
う
一
点
だ
け
で
は
 

な
い
。
森
林
整
備
に
よ
っ
て
生
じ
た
木
 

材
を
地
域
で
加
工
し
、
必
要
な
性
能
を
 

付
加
し
、
公
園
施
設
と
し
て
施
工
し
、
 

長
期
間
使
用
す
る
。
そ
し
て
、
施
設
の
 

維
持
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
後
の
 

更
新
や
再
利
用
ま
で
を
見
据
え
る
こ
と
 

が
重
要
で
あ
る
。
 

森
林
、
木
材
産
業
、
公
園
施
設
、
地
 

域
社
会
を
ー
つ
の
循
環
と
し
て
と
ら
え
 

る
こ
と
で
、
木
材
利
用
は
環
境
保
全
と
 

地
域
産
業
を
結
び
付
け
る
役
割
を
も
つ
。
 

七
．
お
わ
 

公
園
施
設
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
単
 

に
「
木
材
を
使
う
こ
と
」
で
は
な
く
、
 

「
地
域
の
木
を
生
か
し
、
必
要
な
性
能
 

を
付
加
し
、
長
く
使
い
、
地
域
へ
還
元
 

す
る
こ
と
」
 
で
あ
る
。
 

北
海
道
の
森
林
か
ら
生
ま
れ
た
間
伐
 

材
を
高
耐
久
性
処
理
木
材
と
し
て
活
用
 

し
、
公
園
の
木
道
、
デ
ッ
キ
、
ベ
ン
チ
 

等
と
し
て
長
期
間
使
用
す
る
。
そ
の
ー
 

つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
が
森
林
資
源
の
 

有
効
利
用
、
地
域
産
業
の
振
興
、
施
設
 

の
長
寿
命
化
、
そ
し
て
自
然
環
境
の
保
 

全
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
 

弊
社
が
関
わ
る
道
産
木
材
の
活
用
は
、
 

森
林
資
源
と
公
園
と
い
う
公
共
空
間
を
 

つ
な
ぐ
取
り
組
み
で
あ
る
。
地
域
の
森
 

林
か
ら
生
ま
れ
た
木
材
が
、
人
と
自
然
 

の
接
点
で
再
び
役
割
を
も
ち
、
そ
の
価
 

値
を
長
く
維
持
す
る
。
こ
の
地
域
循
環
 

を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、
北
海
道
の
自
 

然
環
境
と
地
域
社
会
を
次
世
代
へ
つ
な
 

ぐ
、
持
続
可
能
な
公
園
施
設
づ
く
り
に
 

貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
 

ニ
口
 

翼
●
ふ
た
ぐ
ち
 

つ
ば
さ
 

札
幌
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業
後
、
 

平
成
二
七
年
四
月
に
札
幌
斉
藤
木
材
株
式
会
 

社
へ
入
社
。
入
社
後
、
現
場
作
業
を
経
験
し
 

公
園
・
土
木
業
界
の
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
 

関
心
を
も
つ
。
 
一
級
土
木
施
工
管
理
技
士
、
 

公
園
施
設
製
品
安
全
管
理
士
、
木
橋
診
断
十
 

の
資
格
を
習
得
。
 

現
在
は
営
業
職
と
し
て
、
担
当
地
区
の
道
北
 

方
面
を
メ
イ
ン
に
設
計
提
案
・
製
品
販
売
・
 

現
場
管
理
に
従
事
。
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